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　 暦の上ではまもなく立春（2月4日）を迎え、日差しの暖かさに早咲きの梅のつぼみが

膨らみ始めました。春の訪れを待ち遠しく感じます。 

　 「１月往ぬる、２月逃げる、３月去る」という言葉がありますが、1年生としての生活も残
い

り３４日です。一日一日の時間を大切にしながら、今のクラスでの絆を深め、2年生への

ステップアップに向けて学年のまとめをしていきましょう。 

 

 

　 ３学期も皆さんの「あゆみ」は充実しています。日々の暮らしの中で気づいたことを自
分の言葉で綴っている人がたくさんいます。今日の一日を振り返ることで、気づく力・感
じる力・行動に移す力が育ちます。友達の「あゆみ」を読んで、みんなで成長の一歩を進
めましょう。 

　 １月２２日の修学旅行の概要の説明に続き、２３日には「私たちに戦争を教えてくださ
い」というＤＶＤを見ました。いよいよ平和学習の始まりです。今まで戦争について習って
きたこともたくさんありますが、今回皆さんがより深く学んだことが感想文からも伝わって
きました。一部紹介します。 

　 ５月の修学旅行に向けて準備は始まっています。大まかなコースを確認したり、千羽
鶴を折ったりもしています。安心・安全で、楽しい修学旅行のために、５分前集合や集
合したら静かにするなど集団行動も学びます。マリン体験については今年度中に個人
個人の希望をとるよう計画中です。 

 
 
 
 

日 曜 行　 　 事　 　 予　 　 定

１ 日

２ 月

３ 火 節分

４ 水 立春

５ 木

６ 金

７ 土

８ 日

９ 月

10 火

11 水 建国記念日

12 木 基礎学力テスト

13 金

14 土

15 日

16 月 テスト範囲発表

17 火

18 水 ３年生臨休

19 木

20 金

21 土

22 日 部活動テスト休み開始

23 月 天皇誕生日

24 火 月の時間割

25 水 学年末テスト（自習・社・体・数）

26 木 学年末テスト（学・技家・美・英）

27 金 学年末テスト（自習・理・国・音） 
⑤歌練習　  生徒会各部委員会

28 土

今後の予定   
3月3･4日 10：20登校 (一般選抜のため）45分日課 
 6日  卒業式（給食なし） 
 23日 大掃除 
 24日 修了式・離任式（給食なし）
4月1日 いよいよ2年生 
  8日  始業式（給食なし）

２月行事予定

学年だより Smile
季節の言葉 

如月（きさらぎ） 

２月の異名。寒さで衣を更に重ねて着ることから
「衣更着（きさらぎ）」、草木が生えはじめる月な
ので「生更木（きさらぎ）」など諸説ある。

令和８年がスタートしました！

 今日音楽部の子たちと石井中の子たちとプロ
のシンガーの人たちと一緒に、中央公民館で合
唱をしました。能登半島地震で被災された方々
や、戦争で大変な状況にいる方々に、応援の気
持ちを込めて歌いました。出
演する前は緊張でバクバクだ
ったけれど、今困難な状況に
いる人たちへの思いを込めて
歌いました。どうか一日も早
い復興ができますよう願って
います。 

 今日初めての剣道でわくわくしました。人生で一度もしたことがなかったの
で、全くわからなかったけれど、正座をして、礼をするのは日本的で素敵だと
思いました。わからないところは友達に聞いて、かっこよくなれるように努め
たいです。 

   数日後 

 今日の剣道では、初めて面をかぶりました。結構重たくて
びっくりしました。面をかぶる前に手ぬぐいやタオルを頭に
巻き付けるのですが、ラーメン屋さんみたいで面白かったで
す。面をつけて友達に打ってもらうと、思ったよりも響いて、
友達に打ったら友達も驚いた表情をしていました。 

 学年集会があった。1年生
として最後の学期なので、
誰かと比べるのではなく、
いい友達関係でいるために、
自分から頑張っていこうと
思った。「気づいたときから
自分を変えていく」という
言葉が響いた。全体のこと
を考えて、楽し
く笑顔で過ごし
たい。

 今日修学旅行の話を聞いて、もう2年生になるのかと思うと、1年生をとても
短く感じました。そして、沖縄を楽しむだけでなく、ちゃんと平和について話
を聞いて学ぼうと思いました。

 私のひいおじいちゃんも戦争で戦った１人だ。部屋には総理大臣からの賞状
が飾ってある。どのような気持ちで出兵したのかなどはもう聞けない。戦後81
年、「戦争」というものを世界中からなくすために、経験者から学ぶ一つ一つの
ことを後世に伝えることが私たちの任務だ思った。「戦争」で命
の光が消えないように、証言をしっかりと受け継いで生きていき
たい。今の世界を知り、正しい知識を身につけ、学んだことを忘
れず生きていこうと思った。


